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２０２０年３月２日 
報道関係各位 

一般社団法人日本少額短期保険協会 

東京都中央区八丁堀三丁目 12 番 8 号 

 HF 八丁堀ビルディング２F 

 
第６回おもしろミニ保険大賞コンテスト 

優秀アイデア決定 
 

 一般社団法人日本少額短期保険協会（東京都中央区八丁堀 会長：渡邊 圭介）は、「第 6 回おもしろミニ保険

大賞コンテスト」の優秀アイデアが決定しましたのでお知らせいたします。 

 

おもしろミニ保険大賞コンテストとは？ 

「こんな保険あったらいいな」と思うアイデアを応募し、そのアイデアの中から、優秀なアイデアを決

めるコンテストです。これまでに 5 回開催し、実際に少額短期保険で商品化されたアイデアもあります。

（※１） 

 

応募総数は 2072 通 

第６回目となる今回の応募総数は 2,072 通のご応募

がありました。 

優秀作品の選定には、今年から選定委員として、ファ

イナンシャルプランナーの畠中雅子先生、竹下さくら

先生をお招きし、選定委員会を 2 月 20 日に開催しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出産・育児 243 

結婚・離婚 201 

教育・学問 149 

禁煙・薄毛・メタボ 97 

健康・美容 89 
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T h e  S m a l l  A m o u n t  &  S h o r t  Te r m  I n s u r a n c e  A s s o c i a t i o n  o f  J a p a n  

※選定委員会の様子 

優秀作品の選定は白熱した議論となりました。 

 

○保険商品としての実現可能性   ○ユニークさ   ○時代性とニーズ   ○保険の役割や機能としての価値  
○社会問題の解決 の観点から総合的に評価して選定しています。 
 

優秀作品選定の基準 

おもしろミニ保険大賞コンテスト応募総数 カテゴリ別応募数（TOP5） 
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アイデアの内容 
 産後うつになるのは今や10人に1人という時代。私も産後うつになったママのひとりです。  
私は出産するまで女性疾病の保険に入っているから、医療保険があるから、と不測の事態でも大丈夫だ
ろうと考えていました。  
 しかし、出産してみると四六時中泣くわが子にノイローゼ気味に。追い討ちをかけるように夫の仕事は多
忙。 実家は近くになく、誰にも頼れない。ベビーシッターなどを頼もうにも費用がかさんでしまう。その悪循
環でついに産後うつになりました。 
 
 なぜか涙がでてくる。わが子を可愛いと思えない。生きているのが辛くなったのです。 
 一歩間違えば、私と子供はこの世にいなかったかもしれません。 産後ママ保険は、そんな産後ママに特
化した保険。  
 
 産後からこまめな育児相談サービスダイヤル(電話)があったり、ベビーシッターや家事代行を特別割引価
格で受けられるサービスつき。  
 また、産後うつと診断された場合にはベビーシッターや家事代行などの費用を保険がカバー。 もし、産後
うつにならなかった場合でも出産1年後にママ1年祝いでベビーシッター、家事代行などの中から1つサービ
スを受けられ、保険期間が終了。 
 
  こんな産後ママ保険ができたら、生後まもない赤ちゃんと一緒に自ら命を絶つママがこの日本からいなく
なるのではないかと思っています。 いや、いなくなってほしい！です。 産後ママ保険がほしいです！ 

 
選評：共働き家庭が増えているとはいえ、まだまだワンオペ育児をしている過程が少なくない現実もありま

す。加入したら育児相談ダイヤルに相談出来るという点もユニークであり実用的だと感じました。産

後うつにならなくても、1 年後には家事代行サービスやベビーシッターサービスを受けられる特典も

「現物給付」としての支払いであれば、商品化に十分検討に値する内容だと思います。（畠中） 

 

とても丁寧にアイデアが練られており、保険のアイデアが少額短期保険向きだと思いました。育児マ

マに取って切実な問題であり、このような保険があれば心強いでしょう。このアイデアが少額短期保

険から「業界初」の保険として誕生することも想像・期待できる内容でした。（竹下） 

 

  

 

 

 
アイデアの内容 

この保険の加入者が死去したとき、スマートフォンやPCのロックを解除する費用を一部、もしくは全額免
除する保険。 ロック解除には22万円ほどかかるというニュースを見て、こんな保険があったらと思いました。 
家族の写真や動画、加入者の生きた証などがスマートフォン、PCにはあると思うので実現したら嬉しいで
す。 
 

選評：最近、スマホの暗証番号がわからなくなり、ロック解除を依頼したいご相談者にお会いする機会が増
えています。解除にかかる金額が20万円以上かかることを知っている人は少ないように感じます。保
険金の上限を工夫することで「暗証番号を忘れた」といった虚偽の申告を抑制できると思います。 

（畠中） 
  

スマホのロック解除については、終活の盲点ともいえるでしょう。スマホには多くの情報が集約されてお

り、今後相続の問題が起きた際等で、ロック解除の必要性が高まるのも必然であり、時代ニーズは

高いアイデアと思いました。（竹下） 

最優秀賞 

（ＪＣＢギフトカード 5 万円分） 

「産後ママ保険」 千葉県 きぽママ 様 

優秀賞（テーマパークペアチケット） 

ロック解除保険 茨城県 リオ様  
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アイデアの内容 

 つい最近、わりかん保険と言う新しい保険のニュースを見ました。そこで、シングルマザーを対象としたわり
かん保険があったら良いのではないかと考えました。 
 
 シングルマザーは、男性に比べて低所得な場合が多く、子供を養うために寝る間も惜しんで仕事をしてい
る方も多いようです。 
 自分が倒れたら大変と思いながらも、家計に余裕がなく、高い保険料は払えない。そんな方たちの為に、
病気やけがによる入院、就業不能時の収入補てんを対象に、シングルマザーの為のわりかん保険を考えて
いただきたいです。 
  
 同じ境遇であれば、保険事故発生後に後払いで保険料を出し合う保険に共感していただけるのではな
いでしょうか。そして、保険会社が、加入者向けにシングルマザー交流サイト（SNS等）の場を提供して
いただけたら、日頃の悩みを相談したり、あるあるネタを共有したり、励まし合えるのではないでしょうか。 
 

選評：内容は素晴らしいと感じました。シングルマザーという「仲間（peer）」同士で相互扶助するという
着眼点が斬新。ＳＮＳでの交流など、P2Pの機能・役割を十分に発揮する仕組みも考えられてい
て秀逸だと思いました。（選定委員） 

    

シングルマザーの特定や補償範囲など検討の余地はあるものの、社会生活に不安がある層に保険

で生活を後支えできることに意義を感じました（選定委員） 

 

 

 

 

 
 
 
アイデアの内容 
スポーツクラブなどで、全国大会に出場することになった場合、掛かる遠征費用を補償する保険。 

  

選評：ゴルフのホールインワン保険やアルバトロス保険など、嬉しい出来ことに対して発生する費用をカバー

する保険といった商品と同じ方向性の明るいアイデアで、「あったらいいな」と思えました。（竹下） 

 

 

 

 
アイデアの内容 

 80歳代の高齢の親が、50代の引きこもりの子どもの将来に不安を感じている「8050問題」があることを
テレビ知りました。 
  
 この保険は、親の死亡保険の特約や付帯サービスとして、親の死亡時に、保険金を信託会社が自動
的に管理し、引きこもりの子どもの生活資金として計画的に活用したり、社会復帰の民間・行政の自立
支援プログラム等のサービスを受けられるような保険があればいいと思いました。  
  
 引きこもりにはいろいろな要因があると思うのですが、まだ、社会的な整備が不十分だと感じています。
民間企業が率先して、このような社会問題を解決する保険を作って欲しいと思います。 

  

選評：昨今取り上げられているテーマであり、親の死亡時に保険金を子どもに残し、子の社会復帰をサポ

ートするといった内容は、子の自立を促す点でも良いと感じました（選定委員）  

優秀賞（テーマパークペアチケット） 

シングルマザーのため P2P保険 東京都 Dolce 様  
 

佳作（カタログギフト） 

勝利保険 和歌山県 Leafdon 様  
 

佳作（カタログギフト） 

8050 保険  東京都 パンパン様  
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アイデアの内容 
 高齢者の交通事故が問題になっていますが、いざ自分が歳をとったときに、車を運転できなくなると不自
由だろうなと思います。 
 そこで、万が一、自分の運転に自信がなくなったとき、免許を返納する事で受け取れる保険があれば良
いなと思います。返納した際に一括で支払われるような保険ではなく、車を運転しなくなってバスや電車を
使う生活になった時に困らないような金額を受給できると良いなと思います。 
 

選評：高齢化社会ドライバーの事故に関しては、社会問題化しており、着眼点が良いと思いました。免

許返納後の費用補償するアイデアも新しく、高齢者事故を減らすひとつのきっかけになるかもしれま

せん。（畠中）  

 

 

 

  

 

 
アイデアの内容 

お爺ちゃんやお婆ちゃんが、共働きの父母に変わって、孫の面倒を見るときに、それに伴った予想外の事
故や怪我を保証するための保険。  
 お爺さんやお婆さんは父母より運動能力や瞬時の判断力に欠ける場合が多いので、その部分をカバー
する狙いがあります。 

 

選評：どの選定委員からも満遍なく、評価されたアイデア。高齢者の運動能力、判断力低下に伴い、家

族間とは言えトラブルは増加している背景もあり、ニーズを捉えていると感じました。保険設計として

もよく出来ており、作り込まれていると思います（選定委員）  

 

 

惜しくも入賞を逃したアイデア 

 

〇地震・ペット保険 ....... 地震や火災で住宅に住めなくなった場合に、新たな住宅にペットと住める場を 

提供してくれる保険。 

〇オーロラ保険 ............ 北欧まで行ったのにオーロラが見れなかった！時に旅行代金の一部を補償して 

くれる保険。 

〇計画運休保険 ............ 鉄道航空各社が計画運休や運航中止を発表し、それにより旅行がキャンセルに 

なった場合に適用される保険。 

総評 

第 6 回目となった、今回のコンテストも 2,000 通を超えるたくさんの応募がありました。世相を色濃く反

映したものから、日常のちょっとしたトラブルを補償する内容まで幅広いアイデアを多くいただきました。 

回を重ねるごとに、詳細に記載されたアイデアが多くなる傾向がありましたが、今年は特に顕著でした。 

消費者の皆様と保険の距離感が、とても近くなってきているのだと、コンテストを通じ感じる結果となり

ました。 

 

 

佳作（カタログギフト） 

ドライバー卒業保険  埼玉県 みききりん様  

保険学ゼミ生賞（図書カード） 

「孫見守り保険」 神奈川県 se 様  

 （拓殖大学 宮地ゼミナール） 
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1 ページ目の注釈について：※1 これまでに少額短期保険で商品化されたアイデア 

  ・痴漢冤罪保険  ―痴漢冤罪にあった際のトラブルや弁護士費用を補償するアイデア 

  ・愛犬と一緒保険 ―飼い主の死亡保険金を飼い犬の世話に利用できるアイデア 

  ・ＬＧＢＴ保険  ―同性カップルでも保険金受取人になれるアイデア 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

日本少額短期保険協会事務局 杉本・大場 

TEL:03-6222-4422／E-mail：info@shouigakutanki.org 


